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社会教育に関する多摩市議会議員選挙立候補予定者との対話集会 

社会教育施設の尊重を市政に望む 

日時 4 月 5日（日）10:05～12:40 場所 多摩市総合体育館 第１会議室 

プログラム  当日の実際に合わせて、訂正線、追記をしてあります。注記※を参照ください。 

開会挨拶                齊藤 仁（東寺方複合館の存続を考える会） 
                 司会 荒井容子（多摩市の社会教育を考える会） 

10:05～10:50（45 分）10:10～11:00（50分） 

第１部 多摩市の社会教育施策、社会教育施設に対する私たちの思い－市民から  

１ 地域図書館の重要性―存続・直営を望む 

（１）地域図書館の重要性 

－地域にどれだけ根づき愛されてきた、その生の声を真摯に受け止めてほしい－ 
報告１）豊ヶ丘の地域活動を支えきた複合館 その中で欠かせない豊ヶ丘図書館。 
                                    大橋慶一（豊ヶ丘複合館存続の会） 
 
報告２）多世代が交流する東寺方複合館 東寺方図書館はその土台をつくっている。 

齊藤 仁（東寺方複合館の存続を考える会） 
 
報告３）身近にある図書館の意義と私たちの願い 
                    厚芝麗子（聖ヶ丘図書館の存続を考える会） 
 
報告４）やっとできたばかりの唐木田図書館－今、確かに根づいてきている。 
                    中江智明（唐木田図書館の存続を考える会） 
                    立石 隆 ※中江さん急用のため交代。 

（２）図書館の直営を望む 

報告 図書館の質を維持し、高めていく意義－民間委託は質の保障を不安定にする 
                    青木洋子（多摩市に中央図書館をつくる会） 
２ 関戸公民館は残すべき－多摩市に公民館は２館以上必要― 

報告 市民の学びを支える社会教育機関としての公民館―多摩市に必要な体制― 
                         荒井容子（多摩市の社会教育を考える会） 
３ 地域に根づいてきた児童館を大事にしていきたい 

報告                  保科智子（東寺方複合館の存続を考える会） 
４ 社会教育施策全体に関わる市政の課題 

報告                  安室 君子（多摩市の社会教育を考える会/ 
豊ヶ丘複合館存続の会） 

休憩（15分） 

10:50～12:00 （70 分）11:15～12:10（55分） 

第２部 立候補予定者のみなさん各々の見解 

－社会教育施設、地域施設に対する市民の思いをどう受けとめたか－ 

参加予定候補者で参加予定のみなさま（敬称略）１0名 

 加藤松夫、安斉きみ子、青木かつよし、しらた満※、向井かおり、 

遠藤めい子、市川周、伊地智恭子、岩永ひさか、大くま真一※※ 

（後日追記）大野まさき※※※ 

※しらた満様は参加予定でしたが、公務のために参加できなくなってしまったとのことです。※※大くま

真一様は他のご予定があるとのことで第１部途中までのご参加でした。※※※大野まさき様は、事前に参

加のご連絡がなかったため、当日配布したプログラムにはお名前を掲載していませんでしたが、実際には、

当日、第１部までご参加くださいました。 

12:00～12:40（40 分）12:15～12: 40（30分） 

第３部 参加者と立候補予定者みんなで対話しよう！！ 

閉会挨拶               大橋慶一（豊ヶ丘複合館存続の会） 











（  １ 地域図書館の重要性―存続・直営を望む（１）地域図書館の重要性   ） 

 

報告３）身近にある図書館の意義と私たちの願い 

                    厚芝麗子（聖ヶ丘図書館の存続を考える会） 

（当日の報告原稿） 
聖ヶ丘の厚芝と申します。よろしくお願い致します。 
「地域図書館を無くす！」とした「行動プログラム」が市長から、提案されて以来、行

政は私たち住民に、たくさんある公共施設の中で、なぜ、地域図書館を第一に無くそうと

するのか？その理由を住民に示しているとは、どうしても思えません。 
わたしたちは、「地域図書館を無くさないで」の一点で、行政にその説明をしてほしいと

考えました。 
地域の各団体である、自治会、管理組合、ＰＴＡ、学童クラブなどへ一緒に地域図書館

のあり方を考えましょうと呼びかけ、「市との対話集会」を、3 回開きました。市議会各会

派の議員のみなさんにも切実な要求を聞いていただくと同時に、力を貸していただきたく

出席を要請しました。 
阿部市長の「住民との合意」を大切に市政をすすめたいとの意向と住民に示された「行

動プログラム」は最終案ではありませんという、市長の姿勢を受け止め、市議会への陳情

署名ではなく、市長への「要請署名」に取り組み 4756 筆を集約しました。 
2011 年 4 月に制定された多摩市立図書館の基本方針・運営方針をみますと、その基本方

針では、「持続可能な社会を目指し、すべての市民が必要とする資料や情報を得ることを支

援します。そして、いつでも、どこでも、だれでも気軽に利用できる図書館サービスの実

現のため、地域や他機関と協力し、市民のみなさんと一緒に、積極的な図書館活動を推進

します」とし、その運営方針では、「１)だれもが使える図書館 ２）子どもの読書環境の整

備 3）市民や地域に役立つ図書館 ４）しらべるを支え、つながる図書館 ５）弾力的な

管理・運営としています」と、まさに地域図書館の必要性をしっかりとうたっています。 
 聖ヶ丘図書館は、1995 年開館以来、身近な図書館として親しまれてきました。年間の貸

出者数は、4 万 2 千人を超え、一人当たりの貸出点数は 26 点と拠点館の関戸、永山図書館

よりも多いのです。おはなし会は年間 114 回とどの図書館よりも多く開催され、参加者は

年間 1000 人近くになります。2、3 歳向け「おひざに抱っこのおはなし会」4 歳から小学生

向けの「おはなし会」は毎週水曜日に開かれ、子どもたちが楽しんでいます。近隣には、

公立私立 7 校の学校があり、学校図書館とはまた違った蔵書構成の聖ヶ丘図書館は、子ど

もたちにいろいろな本との出会いの面白さを提供しています。また、保育園の園児たちが

散歩がてら立ち寄る姿も見受けられます。対面朗読室では、視聴覚障がいを持つ人が音訳

サービスを受けています。退職後は存分に本を楽しみ、地域活動にも意欲を燃やしている

人、買い物がてら、散歩がてらに立ち寄る人、広域連携で使いやすいと好感をもって利用

している稲城市民と聖ヶ丘図書館は多種多様に活用されてきました。 
阿部市長は、政策目標「多摩みらいビジョン」に「地域コミュニティの醸成」と「幸福

感の創造」が必要とうたっています。ならば、市民の読書の喜びや知る、学ぶ権利はもっ

と尊重されなければなりません。地域図書館廃止の政策は逆行していると言わざるを得ま

せん。多摩市立図書館開館以来 41 年間、営々として市民と共に築いてきた多摩市の図書館

システムを壊さないでください。 
 
「聖ヶ丘図書館の存続を求める要請書」を市長へ提出したのは 2 月のはじめです。「多摩

市長が定める多摩市自治基本条例の施行に関する規則」第 9 条で「市長は、市民からの意

見に対しては、原則として意見を受けた日から 30 日以内に、書面をもって応答しなければ

なりません。となっています。近日中に市長から応答がいただけるということで、現在待

っているところです。 



（１ 地域図書館の重要性―存続・直営を望む） 
（２）図書館の直営を望む 

図書館の質を維持し、高めていく意義－民間委託は質の保障を不安定にする 

青木洋子（多摩市に中央図書館をつくる会） 
 
＜自己紹介＞ 
私は日常的には鶴牧地域でコアラ文庫に所属し、市内では文庫連絡協議会で子どもと本を

結ぶ活動をしています。その中から図書館について学び、１５年前から会を作って多摩市

にまだ無い中央図書館を作るよう働きかけ、図書館網の完成を目指してきました。（会の活

動紹介はリーフレット参照） 
 
＜多摩市の図書館網について＞ 
 多摩市は現在本館を中心に７館の図書館があり、１４万市民に無くてはならない存在と

なっています。本館は１０年間の暫定で西落合中学校跡地を使っていますが、駅近くに中

央図書館の機能を持つ図書館ができれば、多摩市の図書館網は完成し、多摩市の社会教育

の土台を支え、持続可能なまちづくりに貢献するだろうと１５年の間に確信を持つに至り

ました。 
そこに降って湧いたかのような今回の「多摩市公共施設の見直しと行動プログラム」の提

案に、私は市民の想いを軽視した随分乱暴なやり方だと感じています。いずれ中央図書館

を中心にした図書館網の姿をみなさんと考える機会を設けたいと思っていますが、今日は

中央図書館がなぜ必要なのかを説明する時間が無いので、別の機会に譲ることにして、私

達が同時に問題にしてきた、図書館の運営方法の根幹に関る業務委託の問題を取り上げた

いと思います。 
 
＜唐木田図書館の開館業務委託について＞ 
 ７館目の唐木田図書館が２０１１年３月に開館しましたが、その１年前から開館業務を

民間業者に委託する案が検討されたときに、すでに指定管理者方式や業務委託については

様々な問題があることがわかってきていたので、私たちは委託を選択しないように教育委

員会や議会に働きかけましたが、議会は１票差で不採択となり、委託されてしまいました。

最初は２年間の試行期間をもう２年延長して４年目の現在も委託が継続され、２７年度か

らも当面委託を継続すると教育委員会は説明しています。 
 私達が委託を問題と思っている理由は 
１．教育委員会では図書館運営は基本的に直営で行うという方針だから。それなのになぜ

委託したのか、背景には実は職員問題がある。 
２．図書館協議会でも委員３名により「唐木田図書館の運営形態について(意見表明)」が２

０１２年１０月に出され、業務委託の問題点が指摘され、従来のように教育委員会が責任



を持って運営する体制に戻すことが肝要であると示された。 
意見表明で示されている問題点は、 
① スタッフが安定して継続的に働ける体制になっていない 
② 業務委託の問題点について 
③ 教育委員会が直接運営することの必要性 
それぞれの中味は当会のニュースＮＯ.５５、５６に掲載してある。また行政資料室の図書

館協議会のファイルに記録されているので、議員になられる方はぜひ読んで欲しい。 
３．直営の方が委託より経費がかからないということが、昨年私達が議会に出した市民政

策提案の審議過程で明らかになった。実は委託経費は消費税も上がるので、年々少しずつ

上がる。 
 さらに心配していることは委託を続ける事で、唐木田図書館運営の蓄積が図書館のもの

でなく、委託業者のものになるということです。これでは多摩市の職員の専門性が育たな

いことになります。 
 私たちはこれからも早く委託を止めて直営に戻すように求めて行きたいと考えています。 
 
 最後に、紹介したいのは図書館研究者の機関紙「談論風発」の次の文章です。 
図書館の本質的機能とは、あらゆる資料や情報を人々に徹底的に提供することにある。人

はそれらの機能を使って、何かを調べ、何かを学び、何かを楽しむ。そのような機能が市

民に喜ばれ、図書館に人が集まり、人の交流が生まれ、結果として、図書館がまちづくり

の核となる。それが「図書館を核とするまちづくり」のストーリーである。（椙(すぎ)山(や
ま)女学園大学の山本昭和先生） 















1 
 

２ 関戸公民館は残すべき－多摩市に公民館は２館以上必要― 

市民の学びを支える社会教育機関としての公民館―多摩市に必要な体制― 

                           荒井容子（多摩市の社会教育を考える会） 
 

（1）公民館は市町村が設置する社会教育の教育機関であり、法的裏付けをもっている。 

   －単なる貸館ではない－ 

社会教育法 第 20条（目的） 

「公民館は、市町村その他一定区域内の住民のために、実際生活に即する教育、学術及

び文化に関する各種の事業を行い、もつて住民の教養の向上、健康の増進、情操の純化

を図り、生活文化の振興、社会福祉の増進に寄与することを目的とする。」 

第 20条（公民館の事業） 

「公民館は、第二十条の目的達成のために、おおむね、左の事業を行う。但し、この法

律及び他の法令によつて禁じられたものは、この限りでない。 

一  定期講座を開設すること。 

二  討論会、講習会、講演会、実習会、展示会等を開催すること。 

三  図書、記録、模型、資料等を備え、その利用を図ること。 

四  体育、レクリエーシヨン等に関する集会を開催すること。 

五  各種の団体、機関等の連絡を図ること。 

六  その施設を住民の集会その他の公共的利用に供すること。」 

 

（2）一つの自治体でどのくらいの数が必要か。 

 公民館の数は 2011年度で、14,681館（公民館類似施設も含むと 15,399）。 

2011 年度調査の日本の総人口 127,799,000 人で考えると、8,705 人に１館の割合で設置

されていることになる。従って現在の多摩市の人口 147,547 人なら 17 館必要ということ

になるが、人口密度、地形、交通の便などによって、実際の必要性は異なる。 

これまで、都市部では中学校区に一つぐらいあるとよいと考えられてきた。これは、

歩いて 10分～15 分が目安ともいえる（東京都教育庁社会教育部『新しい公民館像をめ

ざして』1973 年）。多摩市の中学校は現在９つなので、本来、多摩市では社会教育機関と

しての公民館は９館必要だともいえる。 

 

（3）多摩市の公民館の歴史 

1) 多摩市での公民館設置の沿革－背景にある市民要求 

多摩市では 1973 年に公民館を初めて設置して以来長く、１館のみだった。 

1997 年の永山公民館開館によってやっと２館体制となる。しかし、はじめの公民館（や

まばとホールと図書館本館併設）を移転する必要が生じ、2009 年にヴィータ・コミューネ

に移転されることになった。 
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この間、市民による３館構想の提案、また、移転しても公民館として存続してほしいとい

う市民の要求があった。 

 

2) 多摩市のコミュニティ・センターの設置 

―社会教育機関・社会教育施設ではないものとしての設置。 

 別紙 多摩市の社会教育施設等の沿革（簡略）参照 

 従って、現状のコミュニティ・センターは、そのままでは、これに社会教育機関の肩代

わりをさせることはできない。 

 

（4）分析 

1）公民館１館だけで、14万 7千の市民の社会教育の環境を整えることには無理がある。 

 公民館は社会教育機関であり、単なる貸館ではないから、他に、部屋を利用できる施設

があっても、それだけでは、対応できない。 

 施設をもった多様な事業展開（学習等の支援）が、質の高い実践を支える。その土台があっ

て、はじめて、外の施設での事業展開においても、その質が維持されることになる。例えば、

日常的な利用者と職員、また利用者同士の交流、ロビーワーク、さまざまな自治活動、全

市的活動へ支援等。 

 多摩市の場合、現状の財政状況を勘案して、９館は無理としても、少なくとも交通の利

便性を考えると、全市対象の施設として、本来、三つの駅の徒歩圏内に一つずつ、３館は

整えるべきだ（全市からのバス便や鉄道の利便性を想定して）。 

 

2）社会教育の質の発展－社会教育の力量がある専門的な社会教育職員の配置の必要。 

―この観点でも、関戸公民館は存続させる必要がある。 

市民の学習・文化・スポーツ活動を支える専門的な力のある複数の社会教育職員を、複

数の公民館に配置することは、専門性のない職員を配置したり、専門性があっても雇用が

不安定で、続けて仕事ができない職員を配置するより、質の高い社会教育環境をより、合

理的に整えることにつながる。 

 まずは、社会教育機関としての関戸公民館を存続させ、さらに関戸公民館と永山公民館

に、専門的な力量のある社会教育職員を専門職として採用し、しかも年齢を変えて配置す

くことで、それらの職員を核として、多摩市の公民館を拠点とした社会教育施策の質の発展

を継続させることができるようになる。それによって、当面、一般職として異動してくる職

員がいても、専門的なアドバイスを受けて、質をできるだけ落とさずに、全市的な社会教

育事業を展開することができるだろう。 

このようにして、まずは、多摩市の社会教育制度の本格的発展の土台を、無駄な出費をせ

ずに、合理的につくってはどうかと考える。 

従って、多摩市の社会教育制度の発展にとって、関戸公民館の存続は不可欠である。 
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多摩市における社会教育施設等の沿革（簡略）         （荒井容子） 

 
1952 年多摩村教育委員会設置（1956 年多摩村教育委員会 任命制 委員 3 名 

1962 年多摩村教育委員会 委員 5 名） 
1953 年都立立川図書館の自動車図書館むらさき号巡回開始 
1964 年町制施行 
1971 年 市制施行（11 月 1 日）      （都立永山高校開校。） 

1973 年多摩市公民館、多摩市立図書館 開館。 
1974 年市民プール開設。自動車図書館 やまばと号 運行開始。 
1977 年多摩市立図書館関戸こども分館開館 
1979 年多摩市立諏訪図書館 開館 
1981 年多摩市立東寺方図書館 開館。 
1982 年多摩市立豊ヶ丘図書館 開館。 
    多摩市教育委員会事務局⇒二部制（教育総務部と社会教育部） 
1983 年多摩市立総合体育館 開館 
1984 年多摩市立関戸図書館 開館（「ザ・スクエア」ショッピングセンター２階） 

 各図書館にオンラインシステム導入 
（多摩市立関戸図書館子ども分館閉館） 

1986 年多摩市立武道館、市立陸上競技場 オープン。 
          図書館 日曜午前開館開始。 
          公民館調理実習室オープン 

       1988 年 ①関一つむぎ館 
関戸・一ノ宮複合施設開設（健康センター併設） 
（5 番目の老人福祉館・地区市民ホールとして、 
ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ化を見据え、地域住民による運営開始） 

1990 年 教育委員会社会教育部に生涯学習推進室設置 
           1991 年 多摩市ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ条例施行（教育委員会管轄ではない） 
                ②ゆう桜ヶ丘開館 （児童館併設） 

③乞田貝取ふれあい館開館 
1992 年 教育委員会社会教育部に施設建設室 新設。 
       1992 年 ④TOMHOUSE（鶴牧・落合・南野）（児童館併設） 
       1994 年 ⑤貝取こぶし館 

               1995 年  ⑥「ひじり館」開館 
1995 年「ひじり館」開館により、館内（2 階）に多摩市立聖ヶ丘図書館オープン 
                聖ヶ丘コミュ二ティセンター開設 
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1997 年ベルブ永山（永山駅前複合施設）のオープンにより、 
     多摩市立永山公民館 開館。 
     多摩市立永山図書館 開館。 
     多摩市立諏訪図書館 閉館。 
                 
 1997 年      東寺方・豊ヶ丘・聖ヶ丘図書館の開館日５日→６日へ 
 1999 年 唐木田駅前に図書館返却ボックス設置。 

2000 年 多摩市立温水プール（アクアブルー多摩）オープン 
     教育委員会事務局 教育総務部→学校教育部 
              社会教育部→生涯学習部 
            2000 年⑦愛宕かえで館（愛宕ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ開設）児童館併設 
2008 年 多摩市立図書館本館 落合に移転（旧西落合中学校の施設の利用？）。 
     行政資料室 市役所第二庁舎に開室。 
    教育委員会事務局 
     教育総務部（学校教育部？）・生涯学習部の二部制→一部制へ 改編 
     生涯学習関連業務・スポーツ関連業務・放課後子ども教室事業 

⇒市長部局に移管。 
2009 年 関戸公民館（やまばとホール等）閉館。 
        ⇒ヴィータ・コミューネ（複合商業施設）内に移転 

2010 年 多摩センター駅前福祉ショップでの図書館資料（予約）受け渡し終了。 
2011 年 ⑧菖蒲館（唐木田ｺﾐｭﾃｨｾﾝﾀｰ）（児童館併設） 

2011 年 菖蒲館（唐木田ｺﾐｭﾃｨｾﾝﾀｰ）（児童館併発）開設により、 
同センター内に多摩市唐木田図書館開館 
     （但し試行として企業への管理運営委託） 
2012 年 社会教育委員、公民館運営審議会 廃止。 

⇒「学びあい育ちあい推進審議会」設置 
            

201？年 ⑨和田・東寺方ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ開設予定？ 
 



４ 社会教育施策全体に関わる市政の課題              安室君子 

                                        

社会教育施設は、市民生活を維持していくのに大切な社会資本です。これは、市民の生命と暮らし

をあずかる市政の根幹となる仕事で、市役所の仕事として責任を持って運営すべきであると考えます。

市民のだれもが不可欠な社会教育施設を削減して、市民に協働を求める市政の未来が「健幸都市」に

なるでしょうか。第五次総合計画第 2期基本計画も決められ、先の「公共施設の見直し方針と行動プ

ログラム」をすっぽり入れたブラックボックスの 4年間が始まろうとしています。自治体の仕事の根

幹になる、いつでも、どこでも、だれでも使用できる社会福祉と社会教育の拠点を守り発展させる事

こそ、これからの明日を生きる子どもたちにとっても、全世代の市民にとっても欠かすことができな

い最重要課題ではないでしょうか。 

近隣の市においては、厳しい財政状況はありながらも市民の声や意見を反映させて、中期・長期の

基本方針が出されて、予算的にも中期の年次計画を入れた計画市政が行われているのを見る事が出来

ます。昨今の多摩市の行政が、計画段階から市民の意見や願いを取り入れて、計画が練られて、安定

した見通しがたてられてこなかったところに、これらの問題のキーポイントがあると考えます。 

多摩市では、これらの課題よりも、財政の先行きを優先させ、計画も場当たり的に変更し、行われ

た事が目立ちます。南豊小跡地利用に見られるように学校跡地の恒久活用（資料 2）もしかり、図書

館網の整備についてもしかりです。中期計画も年次計画は無く、基本方針は行動プログラムを組む時

点で、その基軸がずれてしまうとは、社会教育を重視しているとはとても考えられない方針です。 

たとえば、昨年から、教育委員会・学びあい育ちあい推進協議会・図書館協議会で審議されてきて

いる「多摩市読書活動振興計画」（素案）も行動プログラムに基づき、図書館網を人の集まる駅前 3

拠点館に集約するための政策であることが判明しました。 

市民懇談会に参加した時にも、素朴な疑問として出したのですが、この計画は国が推進し、推奨す

る計画であるという事でしたが、全国でまだ 6自治体しか実施していないというのに必死で計画をす

すめようとしているのはなぜでしょう。しかも、「第3次生涯教育推進計画」で全世代読書環境の整

備についても方針が出ているのに、改めて作るとはと疑問に思ってきたのですが、目的が「行動プロ

グラム」を実現するところにあったわけです。（＊H26年度行政経営報告書 P219） 

暫定活用の図書館の本館問題もしかり、本館移転と同時に、恒久施設の計画を財政的な基金計画も

含めて立てるべき問題ではないでしょうか。財政計画はそれらの公共施設が持つべき理念と役割を実

現する上での、見通しを立てる事を目的とするのが本筋であろうと考えます。 

多摩市も、市民サービスを基軸においた基本計画・基本方針をしっかり立て、維持発展させる政策

を持って、市民とともに考え、その政策を市民に安定的に提案・実行するのが自治体行政としての仕

事ではないでしようか。 

 
今日出席して下さった、市議会議員選挙立候補予定の皆さまは、これまで市議会で市民のために懸

命に働き、市民の声や意見・要望などを市政に反映させる努力をしてくださった現役だった方々も、

これから市民のために市議会の場で奮闘したいと願う新人の方々も、市民とともに、学び、歩まれて、

「市政を市民一人一人が輝ける明日のために」と、選挙に臨まれ、張り切っておられることでしょう。 
私たち市民も、これから市民の代表として市議会で奮闘したいと願っておられる、皆さんと共に、

そして、市の職員の方々とも共同して、多摩市の社会教育の課題を解決できる道筋について考えてい

きたいと思っています。どうぞよろしくお願いします。 
                                   以上 
 
―資料-―                                   
１．平成２６年度 多摩市行政経営報告書 
２．学校跡地活用について 









 

 

多摩市の社会教育施設に関する 

多摩市議会議員選挙立候補予定者への 

アンケート 回答 

 

      

 

 

実施団体 多摩市の社会教育を考える会 

実施日 2015 年 3 月 24 日～ 

立候補予定と思われる方 35名に封書にて依頼 

   （議員ポスト投函 22 名、郵送１3 名） 

回答   2015 年 4 月１日着分まで 

 

 



回答者リスト  （2015 年 4月 1 日到着分まで） 

１ 橋本由美子 

２ 安斉きみ子 

３ 小林憲一 

４ 市川 周 

５ 加藤松夫 

６ 板橋 茂 

７ 大野まさき 

８ 向井かおり 

９ 中沢みほ 

10 遠藤めい子 

11 伊地智恭子 

12 青木かつよし 

13 大くま真一 
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多摩市の社会教育施設に関する 

多摩市議会議員選挙立候補予定者への 

アンケート 回答 

 

      

 

 

実施団体 多摩市の社会教育を考える会 

実施日 2015 年 3 月 24 日～ 

立候補予定と思われる方 35名に封書にて依頼 

   （議員ポスト投函 22 名、郵送１3 名） 

回答   2015 年 4 月 2 日以降到着分 

 

 









学びあい育ちあい推進審議会             2015 年 4 月 1 日 
   委員長 炭谷晃男 様 
                     多摩市の社会教育を考える会 
                          代表  荒井容子 
   
「多摩市公共施設の見直し方針と行動プログラム」における 

社会教育施設の廃止・統合計画の見直しのお願い。 

～市民の社会教育活動を後退させないために見直してください。 

また市に、見直すように要請してください～ 

 

〔お願い〕 

 「多摩市公共施設の見直し方針と行動プログラム」で提案されている、唐木

田図書館、聖ヶ丘図書館、東寺方図書館、豊ヶ丘図書館、桜ヶ丘児童館、豊ヶ

丘児童館、東寺方児童館、愛宕児童館の廃止（移転も含む）は、市民（子ども

たちも含む）の、日常生活の中での学びや地域にねざした社会教育活動を大き

く後退させることになるため反対します。※ 

 同じく同プログラムで提案されている関戸公民館の廃止は、14 万 7 千という

人口規模をもち、三つの駅に生活圏が分れている多摩市の現状をふまえると、

市民の社会教育活動を支援する体制として大きな後退となるため反対します。 

上記４つの地域図書館、４つの児童館、関戸公民館の廃止（「移転」も含む）

方針を撤回するよう、教育委員会及び市に要請ください。 

 

〔説明〕 

 私たちは多摩市の社会教育のあり方について考えている市民組織です。 
 私たちはそれぞれ、少しずつ進展してきた多摩市の社会教育施策に支えられ、

学び、活動してきました。しかし、この度提示された「多摩市公共施設の見直

し方針と行動プログラム」の中で、重要な多数の社会教育施設が廃止されるこ

とを知り、驚かされました。そこで、市民の立場から多摩市の社会教育のあり

方、それを支援する社会教育施策のあり方を考えていくために集まり、2014 年

12 月に会を結成しました。 
 貴審議会が 2013 年に、市から提示された「多摩市公共施設再配置」骨子（案）

について、教育委員会に提言するために審議していたことを、私たちは後から

知りました。貴審議会では真摯に審議されたことと思います。しかし当時、廃

止（移転も含む）案が提示されている当該施設の利用団体に対し、きちんとし

た意見聴取は行なわれていませんでした。また、これらの施設の廃止（移転も

含む）は多摩市の社会教育施策全体に関わる大きな問題ですから、利用団体は

もとより、関心のある多くの市民に声をかけ、できるだけ多くの市民の間で、

また、社会教育施設配置計画の本来のあり方にまで掘り下げて議論を組織すべ

きでした。しかし、そのような取り組みもありませんでした。 
 現在、「多摩市公共施設の見直し方針と行動プログラム」の中で提示されてい



る社会教育施設廃止（移転も含む）提案は、市民の学びを支え社会教育活動を

支援する社会教育施策のあり方について、全く配慮を欠いた提案だと私たちは

考えています。 
すでに豊ヶ丘、東寺方、聖ヶ丘、唐木田、桜ヶ丘地区で、当該地区にある図

書館、児童館、また、それらを含む複合館の存続をもとめる運動が起こってい

ます。関戸公民館の廃止に反対する陳情も出されました。市民の多数の署名を

集めて市議会に提出された豊ヶ丘図書館・児童館を含む複合館の存続を求める

陳情と桜ヶ丘児童館の存続を求める陳情は、すでに 2014 年 6 月議会で採択され

ました。2015 年 3 月議会では、市長は、廃止予定だった既存の児童館を、当面

維持すると答弁しています。 
 「多摩市公共施設の見直し方針と行動プログラム」策定前の手続きが不十分

であったことをふまえ、また当該施設の廃止（移転を含む）に反対し存続を求

める市民の意向が各地で提示されていることをふまえ、市民のために社会教育

施策のあり方を審議するという貴審議会の特別な立場から、再度、市による「多

摩市公共施設再配置」計画を、より多くの市民、施設利用者の意向を把握し、

尊重したうえで検討し直し、唐木田図書館、聖ヶ丘図書館、東寺方図書館、豊

ヶ丘図書館、桜ヶ丘児童館、豊ヶ丘児童館、東寺方児童館、愛宕児童館、関戸

公民館の廃止（移転も含む）方針を撤回するよう、教育委員会及び市に要請し

てください。 
社会教育を大事に考えている市民の声を是非、受けとめてください。 

  

※児童館は、社会教育法にもとづけば、学校外の青少年を対象とする教育活動

を行う教育機関であり、自治体が責任をもって環境醸成を行う必要のある社会

教育施設だということができます。地域の子どもたちの、生活の中での学びを

支える社会教育活動にとって、不可欠な施設です。 

 

 

多摩市の社会教育を考える会 
              代表  荒井容子 
 
              ■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 
             （電話･ファックス）■■■■■■■ 
             （eメールアドレス）yarai@hosei.ac.jp 
 
            問い合わせ先 
              荒井容子（同上） 
              安室君子 
              ■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 
             （電話･ファクス）042-373-8258 

mailto:yarai@hosei.ac.jp


2015 年 3 月 24 日 

多摩市議会議員選挙立候補予定者のみなさま            

                         多摩市の社会教育を考える会 

                                 代表 荒井容子 

社会教育に関する 

多摩市議会議員選挙立候補予定者との対話集会 への参加のお願い 

 

 私たちは多摩市の社会教育のあり方について考えている市民組織です。 

 私たちはそれぞれ、少しずつ進展してきた多摩市の社会教育施策に支えられ、学び、

活動してきました。しかし、2013 年に提示された「多摩市公共施設の見直し方針と行

動プログラム」の中で、重要な多数の社会教育施設が廃止されることを知り、驚かされ

ました。そこで、市民の立場から多摩市の社会教育のあり方、それを支援する社会教育

施策のあり方を考えていくために集まり、2014 年 12 月に会を結成しました。 

 この度、来る多摩市議会議員選挙を前に、多摩市の社会教育施策のあり方について、

立候補予定者のみなさまに私たちの考えを聞いていただき、その上で、みなさまそれぞ

れの見解を聞かせていただく対話集会を、以下のように開催することにしました。 

 市政に市民の声を反映させ、よりよい市政を実現するために尽力しようと立候補され

る予定のみなさまに、是非、市民にとっての社会教育施設の重要性を改めてご理解いた

だき、現在、多摩市が進めようとしている社会教育施設削減計画が抱える問題について

の認識を新たにしていただければと考えています。 

 ご多忙のことと思いますが、是非、ご参加いただければ幸です。 

※なお、当日、立候補者のみなさまには、第２部にて、各３分程お話いただく予定です

が、ご参加くださる人数によって、もう少し長くお話いただける場合もあります。 

 会の運営上、４月１日までに参加の可否を E メールにて、当会代表、荒井容子 

 yarai@hosei.ac.jp まで、ご連絡いただけるとありがたいです。 

 

＊集会タイトル 

 社会教育に関する多摩市議会議員選挙立候補予定者との対話集会 

     「社会教育施設の尊重を市政に望む」 

＊日時 ２０１５年４月５日（日）10 時 00 分～12 時 40 分（9時 30 分開場） 

＊会場 多摩市立総合体育館 第１会議室 

＊プログラム 集会は３部構成で行います。 

第１部  多摩市の社会教育施策、社会教育施設に対する私たちの熱い思いを 

多摩市議会議員選挙立候補予定者のみなさんに聞いていただきます。 

第２部  立候補予定者のみなさん各々の見解を伺います。 

第３部  参加された市民のみなさんと立候補予定者のみなさんとのあいだ 

で、質疑応答していただきます。 

 

（この集会は広く市民に参加を呼びかけて行いますので、市民への参加の案内も、参考ま

でに同封させていただきます。） 

       多摩市の社会教育を考える会  

代表 荒井容子（多摩市の社会教育を考える会） 

              〒■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

              Tel/fax: ■■■■■■  e mail: yarai@hosei.ac.jp 

会員 大橋慶一（豊ヶ丘複合館存続の会 所属） 

            齊藤 仁（東寺方複合館の存続を考える会 所属） 

            辻山妙子（聖ヶ丘図書館の存続を考える会 所属） 

中江智明（唐木田図書館の存続を考える会 所属） 

            青木洋子（多摩市中央図書館をつくる会 所属）ほか多数 

mailto:yarai@hosei.ac.jp


社会教育に関する 

多摩市議会議員選挙立候補予定者との対話集会ご案内 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集 会 の 趣 旨             主催 多摩市の社会教育を考える会 

現在の多摩市の社会教育施策の問題－社会教育施設の不合理な大幅削減 

今、多摩市は「多摩市公共施設の見直し方針と行動プログラム」を掲げ、 
地域図書館、公民館、児童館を削減しようとしています。 
廃止や不合理な移転を提案された施設がある地域では、本当にそこからなくなってし

まっていいのだろうかという疑問が広がっていき、廃止や移転に反対する市民の運動へ

と展開してきています。それぞれの地域でのこうした思いがつながって、昨年 2014 年

12 月に、私たち「多摩市の社会教育を考える会」が生まれました。 
多摩市の歴史の中で育まれてきた社会教育施設――専門性、地域配置の重視 

私たちは会合を重ねるなかで、地域図書館、児童館がそれぞれの地域で、いかに大事

に、日々の生活に活かされてきたかを、お互いに知ることになりました。また、公民館

は単なる貸し部屋ではないこと、図書館は単なる本の受け渡し場でも、単なる読書ロビ

ーでもないこと、それらの社会教育施設には、市民の学びを支えるために必要な専門的

機能があり、これを担う職員がいることも確認してきました。 
多摩市では、まだ十分とはいえないものの、信頼するに足る一定の質をもった社会教

育施設が、市民の努力を背景に、求められ、つくられてきたことも分かりました。 
この認識をもとに「多摩市公共施設の見直し方針と行動プログラム」をみてみると、

そこには、市民に愛されてきた社会教育施設の価値を省みず、床面積等の単なる数合わ

せで施設削減を提案するという不誠実さを、はっきりと見て取ることができます。 

社会教育施設の尊重を市政に望む 

日時 ２０１５年４月５日（日）10:00～12 時 40 分（9 時 30 分開場） 

会場 多摩市立総合体育館（多摩市東寺方 588-1 tel042-374-2313 裏面参照）第１会議室 

プログラム 集会は３部構成で行います。 
第１部  多摩市の社会教育施策、社会教育施設に対する私たちの熱い思いを 

多摩市議会議員選挙立候補予定者のみなさんに聞いていただきます。 
第２部  立候補予定者のみなさん各々の見解を伺います。 
第３部  参加された市民みなさんと立候補予定者のみなさんとのあいだで、 

質疑応答していただきます。 



市民みんなの知恵を集めて、社会教育施設のあり方を考えていくべきです。 
市財政の厳しさが強調されていますが、その中でどのようなやりくりをして公共施

設の体系をつくるかは、それぞれの施設が設置されてきた意味を踏まえて、誠実に心を

砕いて考えている市民とともに、検討していくべきです。 
社会教育施設についても当然、同様の手続きを踏み、社会教育施設の価値を深くと

らえている市民、日常的にその価値を感じとっている市民の知恵を集めて、施設配置計

画を考えていくべきです。 
このような手続きを踏まず、市民に対し、いきなり骨子案として削減計画を提示する

方法は、市民をないがしろにした施策としかいいようがありません。 
市民の知恵が生かされなければ、厳しいとされる地域社会の今後を、より創造的につ

くりかえていくことはできません。市民がゆったりとした心もちで、深く考え、相互に

知恵を生かし合う、そのような日々の生活を味わうことができてはじめて、未来への希

望が生まれてきます。こうした環境は、あらゆる世代にとって宝となります。 
このような環境をつくっていくためには、蓄積されてきた社会教育の思想と方法を専

門的に身につけ、市民とともに学んでいく姿勢をもった職員がいる、質の高い社会教育

施設が、地域に丁寧に配置される必要があります。それは贅沢などではありません。市

民が深く考え、学びあい、表現し合える場をつくることこそ、安直な施設削減策を乗り

越え、市民が生き生きと生きていける地域社会をつくっていく合理的な施策なのです。 
市議会議員の真摯な議論への期待 

議会は現在の市行政の迷走、勘違いを冷静に分析し、賢明な市民の感覚・意見を受け

とめ、市政と市民との対話を育み、刺激する場であってほしいと思います。そこで私た

ちはこの度、来る市議会議員選挙を前に立候補予定者のみなさんに呼びかけて、多摩市

の社会教育施策について考え、話し合う、対話集会を開催することにしました。 
大勢の市民のみなさまといっしょに、この対話集会を行いたいと願っています。 
年度替わりのお忙しい時期と思いますが、是非、ふるってご参加ください。 
 

私たちは別に、多摩市議会議員選挙立候補予定者のみなさまに、社会教育施設に関する

アンケート用紙をお渡ししました。アンケートへの回答は、対話集会時と集会後に、印刷・

配布させていただく予定です。                                 

主催 多摩市の社会教育を考える会 代表 荒井容子〔会員 大橋慶一（豊ヶ丘複合館存続

の会 所属）、齊藤仁（東寺方複合館存続を考える会 所属）、辻山妙子（聖ヶ丘図書館の存

続を考える会 所属）、中江智明（唐木田図書館の存続を考える会 所属）、青木洋子（多摩

市に中央図書館をつくる会 所属）ほか多数〕                          （2015.3.24） 
問い合わせ  荒井容子（代表）（yarai @hosei.ac.jp）、安室君子（tel/fax 042-373-8258） 

 

※多摩市立総合体育館への行き方  （駐車場もあります） 

①聖蹟桜ヶ丘駅（京王線）より 多摩南部地域病院行き、または一の宮・愛宕団地経由多摩センタ

ー駅行きバス「総合体育館入口」下車。 

②多摩センター駅（京王相模原線、小田急多摩線、多摩都市モノレール）より 愛宕団地・一の宮

経由聖蹟桜ヶ丘行きバス「東寺方」下車徒歩約 2分。 

③ミニバス 地蔵堂より永山駅行き、永山駅より地蔵堂行きにて双方「総合体育館」下車。 



いっしょに考えていきませんか！！ 

 

多摩市の社会教育をみんなで、もっとよくしていきましょう！！！ 

 



参考 2014年 12月に募集があった第五次多摩市総合計画第２期基本計画原案に関するパブリックコメントで社会教育施設に関して提出されたものの一つを紹介します。 

タイトル   第五次多摩市総合計画第２期基本計画原案への意見 氏名 荒井容子 

意見 提示されている「第５次総合計画第２期基本計画原案」について意見を述べます。 

特に、「政策 C2 豊かな心を育む、学びと文化、交流のまちづくり」の中で、「今後 4 

年間の重点的な取り組み」として掲げられているうちの「② 学習環境の整備 (⇒

C2-1-1)」について意見を述べます。 

まず３点の問題を指摘し、その上で最後に、この基本計画原案の検討の方法と関わっ

た意見を述べます。 

はじめの２点は、「図書館のあり方を分散型から集約型へ転換します。」と書かれてい

ることについてです。この「転換」について、その理由を「市民が必要な情報を得られ

るようにするため」と書いていますが、この説明は二重の意味で間違っています。 

 第１に、なぜ「分散型から集約型」になった方が、市民が公共図書館を利用して情報

を得る上で、より情報を得やすいといえるのでしょうか。 

多摩市民は身近に地域図書館があるおかげで、図書館を通じて情報を得ることができ

ているのです。「分散型」だからこそ、「身近」で図書館を利用し、また「身近に」を感

じることができたのです。もしさらに市民が図書館を利用して情報をより得やすくする

ことを考えるのなら、この土台のもとに、全体をカバーする中央図書館を配置すること

をめざすべきです。 

第２に、「市民が必要な情報を得られるようにする」ことだけを掲げるのは、図書館

の目標としても、また、「② 学習環境の整備 (⇒C2-1-1)」という枠組みとしても、極

めて貧困な目標設定であり、間違っています。 

まず多摩市の図書館は身近なところに豊かな学習・文化環境を育んでいこうという市

民の地道な文庫活動を基盤にして、地域配置が進められてきました。図書館への期待は

単に、「情報」提供ではないのです。また、「学習環境の整備」は「情報」提供というこ

とに限定されず、図書館にも限定されません。公民館、児童館、文化施設で、さまざま

な学習・文化活動が展開され、その中で市民が学び、想像し、深く考え、創造し、表現

し、さらにそのような活動を相互に交流していくことによって、はじめて「豊かな心を

育む、学びと文化、交流のまちづくり」が実現するのです。多摩市はさまざまな形でこ

のような施策を展開してきました。重点施策といえども、それらの土台の上で、「重点」

をおく理由や全体の中での構造が示されなければならないと思います。 

３点目は、この「② 学習環境の整備 (⇒C2-1-1)」では、その説明が「『多摩市公共

施設の見直し方針と行動プログラム』の実現を図りつつ」という言葉からはじまって

いることについてです。／この「多摩市公共施設の見直し方針と行動プログラム」は、

「豊かな心を育む、学びと文化、交流のまちづくり」とは対立する施策を多く孕んで

います。公民館、図書館、児童館の多くを削減する施策案をもっています。これは第

５次基本構想が「将来都市像」として掲げている「みんなが笑顔 いのちにぎわうま

ち 多摩」と、またそのもとで掲げられている「目指すまちの姿」「「④ 働き、学び、

遊びみんなが活気と魅力を感じるまち」と逆行するものです。／基本計画の「施策

C2-1 市民の文化・学習・スポーツ活動の振興」、そのもとで想定されている「施策の

目指す姿」として「こころ豊かな暮らしを送るために、市民は、整備された環境のも

とで、文化・学習・スポーツ活動を気軽に楽しんでいます」にも対立しています。 

最後に、このような矛盾をはらんだ「基本計画」について市民が主体的に検討する

ためには、まさにすぐれた社会教育事業の展開が必要であることについて意見を述べ

ます。／真の意味で市民参加、市民主体で、市政を方向付けるべきだと考えているの

であれば、それぞれの行政施策分野に関わる地域活動をしている市民が、今まさに、

財政等の見通しとの対立や、掲げられている「将来都市像」と『多摩市公共施設の見

直し方針と行動プログラム』との矛盾などを今まさに感じ、真剣に解決の方途を考え

ている市民の多くが、この計画を、お互いに学びあい、意見交換しながら、十分に検

討していくことができる学びの場を、教育委員会のもとに置かれた公民館、図書館等

の社会教育施設は積極的につくっていくべきです。 

多摩市の社会教育施設、図書館、公民館、児童館等は、市民の「考える」力を広く、

深く育み、生き生きと地域で活動する市民をつぎつぎと育む教育活動を継続しなが

ら、その土台の上で、危機の時代を乗り越えようとしている市民が、しっかりと学び

合える場をつくって、市民を支える必要があります。そのためにも、教育行政はすぐ

れた社会教育事業を展開できる専門性をもった社会教育職員を配置した社会教育施

設の体制を整えていくことが求められます。 

このような市民の学びを大事にする社会教育施策を重視することこそ、結局は、市

民の深い合意と創造力を生かした、合理的かつ有効な市政の推進につながると思いま

す。／以上（2014 年 12 月 26 日）。 
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